





動物実験系は，ACD のよいモデル動物実験系と考えられている。本研究では CHS 動
物実験系を用いて，CHS 動物実験系に与えるジニトロフルオロベンゼン（DNFB）の
影響，大豆及び大豆イソフラボン（SI）の CHS 抑制効果，ザクロポリフェノール濃
縮物(PPC)の CHS 抑制効果について研究を行った。研究の結果，0.15％と 0.3％DNFB
では 2 回のチャレンジで，0.5％DNFB では 1 回のチャレンジで CHS 評価をすること
が望ましいことが示された。次に，大豆及び SI の摂取により CHS が抑制されること
が示された。この理由として，好酸球を動員する CcL24 の遺伝子発現を抑制するこ
とが考えられた。更に，PPC の摂取により CHS が抑制されることが示された。この


















氏名（生年月日）  烏日娜     （****年**月**日） 
本 籍  ****** 
学位（専攻分野）  博士（ 健康科学 ） 
学 位 授 与 番 号  甲第 141 号 
学 位 授 与 日 付  平成 28 年 3 月 14 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規程第３条第３項該当 
論 文 題 目  大豆及びザクロのモデル動物実験系を用いた接触過敏症
抑制効果の解析 
審 査 委 員  教授 山田作夫   教授 長野隆男 
教授 宮田富弘 
 
